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 各試験体とも R=1/700 から R=1/200 までは、コンクリ
ートとゴムの間に隙間が開くだけでひび割れの発生は見










 σy(N/mm2) 393 
鉄筋 2-D6＠100 
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R=1/20 の大変形時には、約 340kN の軸力が作用していた。 
図５に No.2 試験体の軸伸び―水平変位関係を示す。サ
イクルごとに軸伸びが増加し、最大変形時(R=1/20)での
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